
質     問 回     答

入札方式別発注工事の状況について

○特に意見なし

質     問 回     答

指名停止等の状況について

○特に意見なし

１．簡易型一般競争入札（工事）

【益田警察署幸町職員宿舎 長寿命化（大規模修繕（建築））工事】

〔発注機関：総務部 西部県民センター益田事務所〕

○入札が１者しかなかった理由は。

○長寿命化工事ということだが、どのく

らいの期間を想定しているのか。

○近接地区で同時期に同様な改修工事は

おこなっているのか。

○工事の難易度が低いにもかかわらず、下

請業者が非常に多い工種であることが一

因と推察される。

○県内の耐震基準を満たしていない施設は

随時立て替え等を行い、耐震基準を満た

している建物は、年次計画により１５～

２０年ごとに外壁のリフレッシュ工事な

どを行っている。

○年次計画を立て、集中しないように発注

している。

２．簡易型一般競争入札（工事）

【令和２年度 水産物供給基盤機能保全事業 西郷漁港 １号岸壁保全工事】 

〔発注機関：総務部 隠岐支庁水産局〕

○施工必要箇所を８ブロックに分け、2
ブロックずつ発注することの意味は。

○その他の施工必要箇所が今回と違う落

札業者でも問題ないか。

○事業規模として、１年に可能な施工量が

おおむね２ブロックである。

○ブロックが完全に分かれているため、施

工可能である。

３．簡易型一般競争入札（工事）

【飯梨川工業用水道配水管布設替（意宇川）工事】 

〔発注機関：企業局 東部事務所〕

○既設の水管より発注時のサイズが縮小

している理由は。

○詳細に設計しなおし、過去と比べて水量

も減っていることから、縮小可能である

と判断した。



○入札結果が総合評価の部分で点差が開

いているのは問題ないか。

○施工箇所が、橋に水管を付設している

が問題ないか。

○工事の仕様、技術資料などを作成する際

に、特定の業者が有利にならないよう配

慮している。

○県道の橋梁に対して占用許可を取るとき

に確認している。また橋梁架け替えの際

はおそらく水管も併せて架け替えること

になる。

４．一般競争入札（工事）

【島根県立中央病院自動火災報知設備更新(その３)工事】 
〔発注機関：病院局 中央病院〕

○予定価格の決定方法は。

○県の積算に近い額が応札されている

が、それぞれの工種について予定金額

は入札時に公表しているのか。

○各応札者の工事費では差が見られる

が、最終的に近い応札金額が提示され

るのは、一般管理費などを調整してい

るためであると感じたが、内訳につい

ては個別に確認しているのか。

○現場管理費と一般管理費の違いは。

○島根県の定めた積算基準による。

○公表していない。

○確認していない。総価のみで落札決定を

している。

○一般管理費とは会社を経営するための費

用等であり、現場管理費は従業員の費

用、社会保険料などの当該工事に係る費

用等である。

５．一般競争入札（工事）

【交通信号機工事（工事番号１－１）】 

〔発注機関：島根県警察本部〕

○最低制限価格を設定しないことによっ

て、全体的に落札率が低くなっている

が、不適格業者の参入などは問題ない

のか。

○入札参加資格設定時の対象業者数が１

３１者ということだが、応札業者が１

○信号制御器は警察庁で全国統一の仕様が

定められており、当県もそれに基づいた

仕様で発注をかけているため、問題ない

と考えている。

○島根県の入札参加資格者名簿に基づい

て、設定した要件では１３１者だが、実



者ということは参加可能業者は少ない

ということか。

○設計金額と契約金額に差があるが、設

計金額はどのように積算しているの

か。

○他県での施工と金額は変動するのか。

際に施工実績等を踏まえると参加可能業

者数は限られてくると考えている。

○見積もり額に一定の割合を乗じて積算し

ている。

○施工規模等によるが、警察庁により使用

が決まっているため、金額の差は大きい

ものではないと考えている。

６．指名競争入札（工事）

【(一）和江港大田市停車場線外 鳥井工区 県単道路（市町村道移管維持修繕）工事】
〔発注機関：土木部 県央県土整備事務所〕

○類似工事も同様に入札参加者が少ない

状況か。

○再生資材等を利用しなければならない

理由は。

○県の請負対象額と各業者の応札金額に

乖離が見られる工事内容があるが。

○１０者指名をして、全者応札ということ

は少ない。

○建設資材リサイクル法に基づき、建設工

事では再生資材が利用できるものは原則

再生資材を利用することとなっている。

○各業者の施工能力の差や、下請け業者の

有無により乖離があると思われる。

７．指名競争入札（工事）

【令和２年度 史跡山代二子塚整備工事】

〔発注機関：教育委員会 文化財課〕

○本店所在地と施工現場との距離が短い

者から選定した意味は。

○緊急性が想定されるのか

○２年間にわたっての工事ということだ

が、一括発注が可能ではないか。

○失格業者の理由は。

○工事箇所から本社との距離が近い方が、

迅速な対応等が可能であると考えてい

る。

○緊急性が想定されるわけではないが、選

定の際は考慮している。

○国の補助事業であり、予算の都合上分割

発注とした。

○当日、入札に不参加だったため。



８．簡易型一般競争入札（工事）

【令和２年度 浜田港 福井地区 防災・安全交付金 保安設備更新工事】

〔発注機関：土木部 浜田港湾振興センター〕

○浜田港の長浜地区にもカメラは設置さ

れているのか。

○長浜地区は別のシステムなのか。

○更新工事の頻度は。

○高額な機器であるが、１者との随意契

約で適正価格が保たれているか。

○一部制限区域となっており、カメラを設

置している。

○福井地区と同一のシステムである。

○毎年１個ずつ更新している。

○適正価格と考えているが、県の単価では

積算できない特殊なものであり、他業者

の情報も少ないことから比較材料がない

というのが実態である。

９．随意契約（業務）

【島根県保健環境科学研究所検査体制強化に係る設計・施工業務】

〔発注機関：健康福祉部 薬事衛生課〕

○落札決定の基準は各業者の審査による

評価点数か。

○金額は落札決定の審査基準か。

○提案のコストパフォーマンスまで考慮

しているのか。

○審査委員は。

○施工業者の所在地を松江県土整備事務

所管内に絞っている理由は。

○評価項目において各委員１００点の配点

から、絶対評価で審査を行い、２者のう

ち高い点数の業者を採用している。

○プロポーザル方式を採用しているため、

発注者の示した課題に対する提案の評価

を一時的に行い、業者を選定した上で、

予定価格以下の金額を提示された場合に

随意契約となる。

○考慮していない。見積金額は確認してい

るが、あくまで、技術力、提案内容に対

する評価で決定している。

○審査要綱に従い、薬事衛生課長、保健科

学研究所の部長、建築工事であるため営

繕課長である。

○施工箇所を踏まえ、土木部の選定基準に

準じて、松江県土整備事務所管内の業者

を優先している。



１０．指名競争入札（業務）

【令和２年度 水利施設等保全高度化事業 稗原ダム地区 調査計画業務】

〔発注機関：農林水産部 農村整備課〕

○予定価格の積算方法は。

○本業務の金額にしてどの程度の割合が

見積による単価を採用しているのか。

○入札結果が落札金額付近の金額とその

他の金額に大きな差が見られるが、原

因は

○県の見積もり単価を利用し、一部基準が

ないものは、見積依頼により積算してい

る。

○約９割が見積による単価を採用してい

る。

○業者によって、本案件で求められている

品質を確保した上で、かつ、利益が出る

金額を含めることを考慮した中で、最低

制限価格付近を狙った入札か、その他の

入札かといった考えの違いが出ているも

のと思われる。


